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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
２

７
回

ー
５

 

春
季

春
季

春
季

春
季
連
休

連
休

連
休

連
休
中中 中中
のの のの
行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
へ
の

へ
の

へ
の

へ
の
来
宿
舎

来
宿
舎

来
宿
舎

来
宿
舎
のの のの
対
応

対
応

対
応

対
応
とと とと
    

継継 継継
ノノ ノノ
窟
案
内

窟
案
内

窟
案
内

窟
案
内
とと とと
長
椅
子

長
椅
子

長
椅
子

長
椅
子
(( (( ベ

ン
チ

ベ
ン
チ

ベ
ン
チ

ベ
ン
チ
)) )) 作作 作作

りり りり
作
業

作
業

作
業

作
業
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど
    

    

◇
実

施
日

；
平

成
２

９
年

０
５

月
０

４
日

( 木
・

祝
) ～

５
月

０
６

日
( 土

) 

 
 

５
月月 月月
０
４

０
４

０
４

０
４
日日 日日

( 木木 木木
・・ ・・
祝祝 祝祝

)  
 

曇
り

小
雨

 

 
◇

参
加

者
；

沖
﨑

吉
信

、
濱

野
兼

吉
、

中
前

 
偉

、
川

島
 

功
。

 
４

名
。
 

 

川
島

は
、
行

仙
宿

登
山

口
に

８
時

２
０

分
に

到
着

し
、
行

仙
宿

９
時

１
０

分
着

。
沖

﨑
・
濱

野
・
中
前

氏
は

、
地

蔵
岳

の
鎖

場
点

検
と

笠
捨

山
捲

き
道

の
倒

木
処

理
に

行
っ

た
後

で
、
管

理
棟
・
行

仙
宿

は
き

っ
ち

り
戸

締
り

さ
れ

て
い

た
。

 

 
丸

太
か

ら
チ

ェ
ン

ソ
ー

で
板

挽
き

し
た

板
は

、
佐

田
ノ

辻
に

干
し

て
い

た

が
濡

れ
を

防
ぐ

為
、
宿

内
の

上
段

左
端

に
、
２

枚
一

段
毎

に
リ

ン
ギ

を
か

ま

し
１

１
枚

運
び

込
ん

だ
後

、
資

材
倉

庫
内

の
整

理
を

す
る

。
 

 
１

１
時

半
頃

よ
り

昼
食

、
こ

の
間

に
通

過
す

る
登

山
者

( 約
６

名
) に

コ
ー

ヒ
ー

の
接

待
を

す
る

。
 

 
１

２
時

半
過

ぎ
に

鎖
場

点
検

と
笠

捨
山

捲
き

道
の

倒
木

処
理

を
終

え
た

一
行

が
行

仙
宿

に
戻

り
「

鎖
場

問
題

な
し

、
倒

木
は

根
を

切
っ

て
処

置
、
大

ハ
ン

マ
ー

の
置

場
所

が
判

ら
ず

回
収

出
来

な
か

っ
た

」
と

の
報

告
が

あ
る

。
 

 
 

 

昼
食

の
く

つ
ろ

ぎ
 

 
 

 
聖

護
院

所
属

の
行

者
 

 
 

継
ノ

窟
で

勤
行
 

食
事

を
し

て
い

る
と

行
者

堂
辺

り
か

ら
法

螺
の

音
が

す
る

。
程

な
く

前
鬼

か
ら

南
奥

駈
行

の
聖

護
院

所
属

・
京

都
の

田
沢

行
者

が
本

日
宿

泊
さ

れ
る

。
 

行
者

は
継

ノ
窟

に
行

き
た

い
と

の
事

か
ら

、
霧

雨
が

漂
っ

て
い

る
中

１
４

時
前

か
ら

川
島

が
案

内
す

る
。
継

ノ
窟

に
１

４
時

１
０

分
着

、
行

者
の

勤
行

が
窟

内
に

響
き

渡
り

、
實

利
行

者
の

供
養

を
し

て
１

５
時

前
に

戻
る

と
、
沖

﨑
・

濱
野

・
中

前
氏

は
下

山
さ

れ
て

い
た

。
 

予
約

の
三

重
県

津
市

の
女

性
客

他
８

名
と

、
１

８
時

前
か

ら
夕

食
と

自
己

紹
介

等
で

楽
し

く
懇

談
す

る
。
そ

の
後

、
小

雨
の

天
候

も
あ

り
来

宿
者

が
あ

り
１

３
名

が
宿

泊
し

た
。

 

 

 
 
５５ ５５
月月 月月
００ ００
５５ ５５
日日 日日

( 金金 金金
・・ ・・
祝祝 祝祝

)  
 

霧
雨

後
晴

れ
後

曇
り

 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

梶
野

照
雄

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
２

名
。

 

 
起

床
４

時
、

宿
内

は
殆

ん
ど

起
き

て
食

事
中

で
あ

る
。

 

 
行

者
堂

で
の

田
沢

行
者

の
勤

行
に

同
席

し
、
玉

置
神

社
へ

５
時

１
０

分
出

立
 

さ
れ

「
満

行
さ

れ
ま

す
よ
う

に
！

」
と
見
送

る
。

 

 
 

 

４
日

来
宿

者
と

懇
談

 
 

 
勤

行
後

の
出

立
 

 
 

 
旧

逓
信

道
へ

の
同

行
者
 

 

旧
逓

信
道

に
置

い
た

大
ハ

ン
マ

ー
は

、
置

い
た

本
人

し
か

判
ら

な
い

だ
ろ
う

 

と
ハ

ン
マ

ー
回

収
に

行
く

事
に

す
る

。
 

津
市

の
女

性
客

２
名

は
、
笠

捨
山

を
ピ
ス
ト

ン
し

て
、
下
北

山
村

と
交
渉

し
 

て
( 計
画
書
提

出
) 介

護
タ
ク
シ

ー
を
使
用

出
来

る
事

に
な

り
、

前
鬼
林

道
に
停
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め
た
車

回
送

の
便
宜

を
し

て
貰

え
た

と
の

こ
と

。
旧
逓

信
道

を
通

り
笠

捨
山

に
 

登
り

た
い

と
の

こ
と

か
ら

、
ハ

ン
マ

ー
の

置
い

た
地

点
ま

で
同

行
す

る
こ

と
 

に
し

た
。

 

行
仙

宿
６

時
１

５
分

に
発

ち
、
ハ

ン
マ

ー
を

置
い

た
地

点
で

女
性

客
と
別

れ
 

ハ
ン

マ
ー

を
回

収
し

て
８

時
過

ぎ
に

行
仙

宿
に

戻
る

。
 

 
 
昨

日
、
午

後
よ

り
小

雨
が
降

り
続

い
た

の
で

、
水

場
の
確
認

に
降

り
る

と
、
 

僅
か

に
堰

か
ら
流

れ
て

い
た

が
、
殆

ん
ど
水

が
流

れ
て

い
な

い
、
１

０
Ｌ
補
給

。
 

 
１

０
時

１
０

分
頃

に
「

川
島

さ
ん
！

」
と
以

前
同

宿
し

た
登

山
者

が
、
玉

置
 

神
社

に
向
う
途

中
で
休
憩

に
立
寄

り
コ

ー
ヒ

ー
接

待
。

 

 
程

な
く

、
梶

野
氏

が
到

着
し

板
挽

き
し

た
板

に
、
丸

木
を
高

さ
４

０
㎝

に
な

 

る
様

に
輪

切
り

し
、

チ
ェ

ン
ソ

ー
で
二

っ
割

り
、

板
の
長
椅
子

の
脚

に
す

る
。
 

 
昼

食
を

終
え

た
１

２
時

過
ぎ

に
、
湯

川
氏

と
従
弟

の
細

川
君

が
ビ

ー
ル

１
箱

 

を
担

い
で

登
っ

て
来

る
。
昨

日
、
地

蔵
岳

ま
で

行
っ

た
が

天
気

が
悪

く
引

き
返

 

し
た

と
の

こ
と

。
細

川
君

は
、
本

日
神

戸
市

に
帰

る
か

ら
と

１
３

時
４

０
頃

に
 

急
い

で
下

山
さ

れ
た

。
 

時
間

が
な

い
中

、
ビ

ー
ル
持

参
で

来
宿
対
応

者
の
陣

中
見
舞

い
に

来
て

下
さ

 

り
、

本
当

に
あ

り
が

と
う
ご
ざ

い
ま

す
。

 

 
 

 

以
前

同
宿

し
た

来
宿

者
 

 
 

 
昼

食
中

 
 

 
 

 
 

下
山

前
の

記
念

撮
影
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 記

 
川

島
)  

 
 

 

午
前

９
時

３
０

分
、
補
給
路

登
山

口
に

到
着

、
前

日
に

中
前

さ
ん

が
モ

ノ

レ
ー
ル

を
登

山
口

ま
で

下
ろ

し
て

く
れ

て
い

た
の

で
、
駐
機

場
ま

で
登

ら
ず

に
す
み

楽
チ

ン
だ

っ
た

。
 

着
替

え
て

、
背
負
子

に
荷
物

を
縛

り
持

っ
て
み

る
と

、
意
外

と
重

い
。
計

っ
て
み

た
ら

１
７
㎏

あ
っ

た
。

丸
鋸
や
イ

ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ
バ

ー
、

コ
ー

チ

ス
ク

リ
ュ

ー
３

０
本

な
ど

、
工
具

と
資

材
が

１
２
㎏

あ
っ

た
。

 

 
 

 
 

 

工
具

が
重

く
１

７
㎏

 
 

 
 

鉄
塔

前
の

山
桜

満
開

 
 

小
屋

内
に

積
ま

れ
て

い
た

 

 第
二
ベ

ン
チ

を
過

ぎ
て

、
送
電
鉄
塔

前
の

山
桜

が
、

い
つ

も
の

年
よ

り
も

遅
く
咲

い
て

い
た

。
補
給
路
脇

の
薄
黄
緑

の
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ

も
ほ
ぼ

満
開

で
、

５
月

を
感
じ

さ
せ

る
。
午

前
１

０
時

４
０

分
に

行
仙

宿
到

着
。

 

先
日
製

材
し

た
板

が
見
当

た
ら

な
い

。
雨

が
降

っ
た

の
で

、
濡

れ
な

い
よ

う
に

と
小
屋

内
に

置
か

れ
て

い
た

。
荷
物

を
下
ろ

し
て

、
川

島
さ

ん
に
ベ

ン

チ
の
製
作
手
順

を
説
明

す
る

。
 

管
理

棟
と
ト
イ
レ

の
L
E
D
が

点
灯

し
な

い
、
と

告
げ

ら
れ

て
配
線

を
チ

ェ
ッ

ク
、
充
電

コ
ン
ト
ロ

ー
ラ

ー
の

出
力

が
O
F
F
に

な
っ

て
い

る
。
原
因

が
解

ら
な

い
ま

ま
、
と

り
あ

え
ず
バ
ッ
テ

リ
ー

に
直
結

し
て

点
灯

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。

そ
の

後
、
夕
方

に
な

っ
て

小
屋

の
L
E
D
も

点
灯

し
な

く
な

る
。
バ
ッ
テ

リ
ー

の

電
圧

を
測

っ
て
み

た
ら

、
5
.
7
V
 
ま

で
低

下
し

て
い

た
。
暗

く
な

っ
て

し
ま

っ
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た
の

で
点

検
作
業

は
で

き
ず

、
宿

泊
者

に
L
E
D
照
明
不
調

を
告
げ

て
、
発
電
機

の
明

か
り

に
切

り
替

え
た

。
 

翌
朝

に
原
因

が
判
明

、
単
純

な
ミ
ス

だ
っ

た
。

ソ
ー
ラ

ー
パ
ネ
ル

の
接
続

を
O
N
/
O
F
F
す

る
ス
イ
ッ

チ
に
カ
バ

ー
を
取
付
け
際

、
う

っ
か

り
O
F
F
に

し
て

し

ま
っ

た
こ

と
が
原
因

で
、

３
０

日
か

ら
５

日
ま

で
、

ま
っ

た
く
充
電

さ
れ

て

い
な

か
っ

た
た
め

に
バ
ッ
テ

リ
ー
電
圧

が
極

端
に

下
が

っ
て

し
ま

っ
た

 

昼
食

を
食
べ

終
え

た
こ
ろ

に
湯

川
さ

ん
と
従
弟

の
細

川
君

が
缶
ビ

ー
ル

１

箱
を
背

に
登

っ
て

こ
ら

れ
た

。
４
人

で
食

事
し

て
談
笑

、
湯

川
・
細

川
君

は

午
後

１
時

過
ぎ

に
下

山
さ

れ
た

。
 

ベ
ン

チ
造

り
開
始

、
４

０
㎝
位

に
輪

切
し

て
く

れ
て

い
た

丸
太

を
３

５
㎝

に
切

り
揃

え
て

、
縦

半
分

に
割

っ
て
ベ

ン
チ

の
脚

に
し

た
。

 

 
 

 

 
４

人
で

昼
食
 

 
 

 
丸

太
を

縦
割

り
に

 
 

 
 

板
に

脚
の

取
付

け
 

 座
板

と
脚

の
取
付
け

は
、
座
金

を
噛

ま
せ

た
１

０
㎝

の
コ

ー
チ
ス
ク

リ
ュ

ー
２

本
で
固
定

し
た

。
ぐ

ら
つ

く
よ
う

な
ら
Ｌ
ア

ン
グ
ル

で
補
強

し
よ
う

と

思
っ

て
い

た
が

、
し

っ
か

り
と
固
定

出
来

た
の

で
、
手

間
が
省
け

た
。

 

聖
護

院
出
仕

６
名

の
座

る
丸

太
椅
子

は
、
傾

い
て
少

し
ぐ

ら
つ

く
椅
子

が

３
脚

あ
り

、
垂
直

に
な

る
よ
う

に
手
直

し
し

た
。

 

順
調

に
作
業

は
進
み

、
Ｌ
≒

１
８

０
㎝

が
５
脚

、
Ｌ
≒

２
４

５
㎝

が
３
脚

 

 
 

 

丸
太

椅
子

の
手

直
し

計
測

 
 

 
計

測
ど

お
り

輪
切

り
 

 
 

 
 

ベ
ン

チ
完

成
 

 の
合
計

８
個

の
ベ

ン
チ

と
丸

太
椅
子

が
完

成
し

、
１

６
時

半
に
作
業

が
終

了
し

た
。

 

１
８

時
か

ら
管

理
棟

で
夕

食
、

コ
シ
ア
ブ
ラ
(
乾

さ
ん
)
+
ア
シ
タ
バ
(
川

島
)
を

天
麩
羅

に
、
持

っ
て

き
た
最

上
級

の
ト

ン
カ
ツ

と
で
豪
華

な
夕

食
に

な

っ
た

。
天
麩
羅

２
皿

分
は

、
宿

泊
者

に
振
舞

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

天
麩

羅
と

ト
ン

カ
ツ

 
 

 
 

小
屋

内
で

宿
泊

者
と

 
 

 
６

日
朝

、
最

後
の

出
発

者
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そ
の

後
小
屋

で
宿

泊
者

の
対
応

、
２

１
時

頃
に
ト
レ
ラ

ン
者

が
立
寄

る
だ

け
で

通
過

し
、
早

立
ち

の
宿

泊
者

に
は

一
寸
迷
惑

で
あ

る
。

２
１

時
半

に
発

電
機

を
止
め

て
就
寝

し
た

。
宿

泊
者

は
、

１
３

名
。

 

 ５５ ５５
月月 月月
６６ ６６
日日 日日
(( (( 土土 土土

)) )) 
曇

り
の

ち
一

時
雨

 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

梶
野

照
雄

、
乾

 
克

己
。

 
 

 
 

 
 

 
３

名
。
 

 午
前

４
時

過
ぎ

に
目

が
覚
め

小
屋

を
覗

き
に

行
く

と
、

宿
泊

者
全
員

が
起

き
て

い
た

。
発
電
機

を
動

か
し

て
照
明

を
確
保

し
た

。
宿

泊
者

は
午

前
５

時

頃
か

ら
続
々

と
出
発

、
最

後
の

４
名

が
出
発

し
た

後
に
朝

食
に

し
た

。
 

 
 

 
 

 

門
主

用
の

椅
子

完
成

 
 

 
 

登
山

口
の

水
場

へ
 

 
 

 
 

テ
ー

ブ
ル

を
運

ぶ
 

 朝
食

後
、

川
島

さ
ん

は
水

場
の

段
差
補
修
(
３

段
)
と
水
補
給

へ
。

 

私
は

一
枚
残

っ
て

い
た

板
を

切
っ

て
、
お

堂
内

に
椅
子
(
宮
城
門
主
様
用
)

を
作
製

し
、

そ
の

後
登

山
口
水

場
か

ら
水

１
０
Ｌ

を
持

っ
て

上
が

っ
た

。
 

川
島

さ
ん

に
水

場
の
様
子

を
聞

き
な

が
ら

コ
ー

ヒ
ー

で
休
憩

、
再

び
モ

ノ

レ
ー
ル

終
点

に
下

り
て

、
据

置
の
テ

ー
ブ
ル

を
小
屋

ま
で

運
ん

だ
。

 

下
る
途

中
、
鉄
塔

の
手

前
で
鈴

の
音

が
聞

こ
え

て
き

た
。

登
っ

て
来

ら
れ

乾
さ

ん
と

出
会

っ
て

し
ば

ら
く

立
ち

話
。
モ

ノ
レ

ー
ル

終
点

ま
で

一
気

に
下

っ
て
テ

ー
ブ
ル

を
分
解

し
、
背
負
子

に
縛

る
。

約
１

０
㎏

だ
が

天
板

が
頭

よ

り
高

く
な

る
の

で
、

小
屋

ま
で

枝
に

に
２

回
ぶ
つ

か
っ

た
。

 

小
屋

前
に
テ

ー
ブ
ル

を
置

い
て

本
日

の
作
業

は
終
了

。
 

 
 

 
 

 

３
人

で
昼

食
 

 
 

 
 

 
 

乾
さ

ん
の

見
送

り
 

 
 

ツ
ア

ー
サ

ポ
ー

ト
の

車
 

 ３
人

で
昼

食
を

摂
り

、
乾

さ
ん

に
後

を
託

し
て

１
３

時
４

５
分

下
山
開
始

。

１
３

時
前

か
ら

小
雨

が
降

り
出

し
た

が
、
激

し
い

雨
で

は
な

か
っ

た
の

で
 

川
島

さ
ん

は
雨
具

な
し

、
私

は
ビ

ニ
ー
ル

傘
を

さ
し

て
下

り
た

。
 

第
２
ベ

ン
チ

下
で

濡
れ

な
が

ら
登

っ
て

く
る

男
性

２
名

と
出

会
う

、
今

日

宿
泊

の
ツ
ア

ー
客

の
サ

ポ
ー
ト

で
食

事
な

ど
を
担

ぎ
上
げ

て
い

る
と

い
う

。
 

ツ
ア

ー
内

容
は

、
乾

さ
ん

に
説
明

し
て
お

い
た

の
で

、
指

示
を

受
け

る
よ

う
に

伝
え

て
、
モ

ノ
レ

ー
ル

で
下

山
し

た
。

 

    

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

0
4
:
3
0
起

床
→

0
9
:
3
5
登

山
口
水

場
→

1
0
:
1
0
行

仙
宿

1
0
:
5
0
→
モ

ノ
レ

ー
ル

終
点

→
1
1
:
4
8
行

仙
宿

1
3
:
4
5
→

1
4
:
2
3
補
給
路

登
山

口
。

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 記

；
梶

野
)  

 
 

 
 

 
 

 
 

 


